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南丹市スポーツ・文化賞表彰式南丹市スポーツ・文化賞表彰式



2広報なんたん4月号

令和５年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式
令和５年度南丹市「きらり・本のことば」おすすめ本コンクール表彰式

賞 受賞者数

優秀スポーツ賞 団体：4
個人：25

スポーツ賞 団体：4
個人：11

優秀文化賞 団体：3
個人：19

文化賞 団体：2
個人：6

翔け賞 団体：1
個人：44

功労賞 団体：1
個人：3

　

２
月
17
日
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
表

彰
式
お
よ
び「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

お
す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
園

部
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
５
年
中
に
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
団
体
・
個
人
が
６
分
野
の

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
賞
の
対
象
■

◇
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
優
秀
文
化
賞
・
文
化
賞

　

文
化
・
芸
術
の
分
野
で
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
翔
け
賞

　

小
学
生
以
下
の
者
で
、
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
功
労
賞

　

優
秀
な
選
手
な
ど
の
育
成
、
指
導
に

お
い
て
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰

　
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》

【
一
般
の
部
】

 

柔
道 

・
明
治
国
際
医
療
大
学

【
高
校
生
の
部
】	

	
 

陸
上
競
技 

・
北
桑
田
高
等
学
校
美
山
分
校
陸
上
競

技
部	

		

【
中
学
生
の
部
】

 

野
球 

・
南
丹
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

・
園
部
中
学
校
野
球
部

	
	



3 広報なんたん4月号

《　
個
人　
》	

	
【
一
般
の
部
】	

	
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

・
辻
横　
和
夫

　
（
園
部
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

 

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

・
堤　
彩
夏	

（
京
優
会
）

 

や
り
投 

・
山
崎　
絢
音	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

 

柔
道 

・
髙
木　
水
月	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
川
口　
鈴
王	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
宮
城　
杏
優
菜

	
	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
篠
原　
三
奈	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
佐
々
木　
梨
花（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
中
土
井　
沙
衣（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
井
上　
果
音	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
山
本　
空	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】	

	
 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

・
石
﨑　
葵
衣	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
下
村　
和
希	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
森
島　
佐
和	

（
園
部
高
等
学
校
）

 

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

・
近
藤　
悠
吏	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
坂
之
上　
美
來	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
坂
元　
健
太	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
吉
永　
海
陸	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
野
口　
聖
斗	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
西
村　
宝	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
一
柳　
真
生	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
長
谷
川　
泉
樹	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

自
転
車
競
技 

・覀口　
惠
唯	
（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・
岡
本　
美
咲	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】	

	
 

空
手
道 

・
和
久
田　
有
将	

（
園
部
中
学
校
）

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》	

	

【
一
般
の
部
】

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
南
丹
市
選
抜
成
年
男
子　

（
南
丹
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

【
中
学
生
の
部
】

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

・
園
部
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

 

陸
上
競
技 

・
園
部
中
学
校
低
学
年
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
園
部
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

《　
個
人　
》	

	

【
一
般
の
部
】	

	
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

・
岸
本　
達
子

　
（
園
部
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

【
高
校
生
の
部
】	

	
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

・
久
冨
木　
絆	

（
南
丹
高
等
学
校
）

 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

・
板
垣　
拡
大	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
髙
屋　
葵	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
飯
森　
羽
衣
音	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
吉
田　
宇
見	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
八
木　
孝
一
朗	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
吉
田　
岳	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】	

	
 

円
盤
投 

・
阪
上　
湊
太
郎	

（
園
部
中
学
校
）

 

走
高
跳 

・
濵
口　
昊
希	

（
園
部
中
学
校
）

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
井
尻　
乃
々
歌	

（
園
部
中
学
校
）

▲パワーリフティング　堤　彩夏さん

▲ソフトテニス 久冨木　絆さん（南丹高等学校）



4広報なんたん4月号

　
優
秀
文
化
賞

《　
団
体　
》	

	

【
高
校
生
の
部
】	

	
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表 

・
農
芸
高
等
学
校　

農
業
生
産
科　

動

物
資
源
・
畜
産
流
通
コ
ー
ス

 

吹
奏
楽 

・
園
部
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
吹
奏

楽
部

【
中
学
生
の
部
】

 

吹
奏
楽 

・
園
部
中
学
校
吹
奏
楽
部

《　
個
人　
》

【
一
般
の
部
】

 

随
筆
・
エ
ッ
セ
イ 

・
西
川　
か
つ
み

【
高
校
生
の
部
】

 

吹
奏
楽 

・
松
宮　
奏　

	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
松
井　
優
佳	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
眞
下　
奈
夕	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
松
冨　
和
紗	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
片
山　
和
樹	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
犬
石　
湧
太	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
藤
田　
真
由	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

・
岩
﨑　
柑
奈	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

 

乳
牛
審
査 

・
中
井　
蒼
空	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

和
牛
審
査
・
家
畜
審
査 

・
坂
本　
慶
榮	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

農
業
土
木 

・
近
藤　
悠
吏	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

・
伴　
藍
花	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

農
業
鑑
定 

・
橋
本　
澪
佳	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

意
見
発
表 

・
佐
々
谷　
蓮
太
郎	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

農
業
情
報
処
理 

・
谷
口　
康
太	

（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】	

	
 

将
棋 

・
谷
口　
陽
飛	

（
殿
田
中
学
校
）

 

作
文 

・
塩
内　
京	

（
殿
田
中
学
校
）

・
長
野　
う
た	

（
美
山
中
学
校
）

　
文
化
賞

《　
団
体　
》	

	

【
高
校
生
の
部
】	

	
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表 

・
農
芸
高
等
学
校　

園
芸
技
術
科　

草

花
コ
ー
ス	

　【
中
学
生
の
部
】	

	
 

教
育
活
動 

・
園
部
中
学
校
服
の
チ
カ
ラ
委
員
会

	
	

《　
個
人　
》

【
高
校
生
の
部
】

 

意
見
発
表 

・
佐
々
木　
理
来	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

生
活
体
験
発
表 

・
三
﨑　
綾
乃

	
	

（
北
桑
田
高
等
学
校
美
山
分
校
）

【
中
学
生
の
部
】	

	
 

絵
は
が
き
・
絵
画 

・
早
苗　
春
香	

（
園
部
中
学
校
）

 

作
文
・
ス
ピ
ー
チ 

・
加
藤　
心
菜	
（
園
部
中
学
校
）

・
辻
本　
美
玖	
（
園
部
中
学
校
）

・
山
口　
采
乃	

（
殿
田
中
学
校
）

　
翔
け
賞【
ス
ポ
ー
ツ
の
部
】

《　
団
体　
》

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
園
部
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

	
	

（
園
部
小
学
校
）

《　
個
人　
》	

	
 

グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル 

・
磯
川　
万
智	

（
園
部
小
学
校
）

 

陸
上
競
技 

・
下
工
垣　
航
太	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
日
下　
遥
人	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
中
澤　
蒼
太	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
林　
望
歩	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
山
本　
歩
夢	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
平
井　
結
奈	

（
八
木
東
小
学
校
）

・
山
名　
瑠
星	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

▲園部中学校　吹奏楽部

▲陸上競技　平井結奈さん（八木東小学校）
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

・
小
芦　
優
妃	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
上
山　
結
菜	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
仲
井　
穂
音	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

 

陸
上
競
技
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
藏　
心
遥	
（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
小
畠　
う
た	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

 

剣
道 

・
十
倉　
一
太

	
	

（
園
部
少
年
少
女
剣
道
ク
ラ
ブ
）

・
濱
﨑　
颯
太

	
	

（
園
部
少
年
少
女
剣
道
ク
ラ
ブ
）

・
濱
﨑　
航
太

	
	

（
園
部
少
年
少
女
剣
道
ク
ラ
ブ
）

 

空
手
道 

・
小
寺　
紬	

（
園
部
幼
稚
園
）	

	
		

　
翔
け
賞【
文
化
の
部
】

《　
個
人　
》	
	

 

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル 

・
大
石　
茉
那
歩	

（
園
部
小
学
校
）

 

書
道 

・
片
山　
咲
奈	

（
園
部
小
学
校
）

・
横
田　
晴
翔

	
	

 （
園
部
少
年
少
女
剣
道
ク
ラ
ブ
）

 

イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

・
岡
本　
航
生	

（
園
部
小
学
校
）

・
藤
内　
惺
菜	

（
園
部
小
学
校
）

 

図
画
コ
ン
ク
ー
ル 

・
島
崎　
凜	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

 

絵
画 

・
内
藤　
結
芽	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

 

お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル 

・
起
塚　
美
羽	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

 

書
画
展 

・
田
中　
琳
太
郎	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
林　
稚
奈	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
林　
望
歩	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
木
村　
和
心	

（
殿
田
小
学
校
）

・
久
保
田　
結	

（
殿
田
小
学
校
）

・
堀　
聖
奈	

（
殿
田
小
学
校
）

 

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱 

・
綿
井　
鉄
真	

（
八
木
東
小
学
校
）

・
磯
貝　
光
尊	

（
美
山
小
学
校
）

 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

・
西
尾　
悠
道	

（
殿
田
小
学
校
）

・
加
藤　
虎
鉄	

（
殿
田
小
学
校
）

・
吉
田　
伊
織	

（
殿
田
小
学
校
）

・
大
島　
蓮
斗	

（
殿
田
小
学
校
）

 

読
書
感
想
文 

・
久
保
田　
綸	

（
殿
田
小
学
校
）

 

美
術
展 

・
駒　
草
嗣	

（
殿
田
小
学
校
）

・
村
上　
沙
瑠	

（
殿
田
小
学
校
）

・
本
間　
美
織	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト 

・
船
越　
茉
子	

（
殿
田
小
学
校
）

 

将
棋 

・
大
石　
龍
亮	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

・
小
寺　
翼	

（
美
山
小
学
校
）

　
功
労
賞

《　
団
体　
》	

	
 

歴
史
に
関
す
る
研
究
・
調
査 

・
丹
波
史
談
会　

	
	

《　
個
人　
》	

	
 

剣
道 

・
赤
松　
義
隆

	
	

（
園
部
少
年
少
女
剣
道
ク
ラ
ブ
）

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
前
田　
茂
樹

	
	

（
南
丹
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

 

軟
式
少
年
野
球 

・
田
中　
義
人

	
	

（
南
丹
市
軟
式
少
年
野
球
連
盟
）

　「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

　
お
す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル

《　
市
長
賞　
》

【
小
学
生
部
門
】

・
菅
本　
結
仁	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】

・
松
本　
祥
大	

（
八
木
中
学
校
）

《　
教
育
長
賞　
》

【
小
学
生
部
門
】

・
島
崎　
美
結	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】

・
楓　
る
り	

（
殿
田
中
学
校
）

▲綿井　鉄真さん（八木東小学校）の作品

▲林　稚奈さん（八木西小学校）の作品



まちの話題を紹介します

6広報なんたん4月号

　２月３日、園部文化会館で、
「宝くじ文化公演　歌園迎賓館」
が開催されました。
　会場では、太田裕美さん、庄
野真代さんが、ゲストに稲垣
潤一さんを迎え、N響団友ポッ
プスオーケストラの演奏により
名曲が披露され、約４００人の
来場者が、歌声に酔いしれまし
た。

宝
く
じ
文
化
公
演

歌
園
迎
賓
館
開
催

　２月３日、八木市民センターでにゃんたん
市プロジェクトの一環としてにゃんたんデー
を開催し、猫の保護ボランティアによる相談
会やにゃんたん市プロジェクトの公式キャ
ラクターを手提げ袋にプリントする体験コー
ナーなどを設けＰＲを行いました。

に
ゃ
ん
た
ん
デ
ー開催

　２月２９日～３月２
日に京都府立口丹波勤
労者福祉会館ジャパン
クラシック　パワーリ
フティング選手権大会が開催されました。
　パワーリフティングは、体重によりそれ
ぞれ参加できる階級が分かれ、スクワット

（脚力）、ベンチプレス（腕力）、デッドリフ
ト（背筋力）の三つの方法で各3回ずつ挙上
し、各種目の最高挙上記録を合計したトー
タル重量で順位が決められます。
　女子６９キロ級では、４０２．５キロを上
げて京都府警察南丹警察署勤務の堤彩夏さ
んが優勝され、６月にリトアニアで開催予
定の世界選手権出場権を獲得されました。

　３月９日、１６日に「学びの南丹　読み聞か
せ講座」を開催し、延べ５５名の方の参加があ
りました。
　１回目は読み聞かせの基本について、絵本の
持ち方や導入に小道具を使うことの良さ、鏡で
相手からの見え方を確認しながら練習すること
などを学びました。
　２回目は応用編として、紙芝居や本を持たず
に語る「素話」を実演を交えて学び、質問やリク
エストにも応えていただきました。受講者の皆
様から、喜びの声が多数寄せられました。

学
び
の
南
丹
　
読
み
聞
か
せ
講
座

ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

▲『もりのおふろ』さく/西村敏雄　発行/福音館書店の読み聞かせを実演
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　３月６日、南丹市と京丹波町、
オムロンソーシアルソリューショ
ンズ株式会社の３者で南丹市及び
京丹波町における市町産材の付加
価値向上に向けた連携協定を締結
しました。
　これは、広葉樹資源を含めた市
町産材の価値を高めるため、サプ
ライチェーン（製品の原材料や、部
品の調達から販売に至るまでの一
連の流れ）を構築しようとするもの
です。特に、これまでチップなど
にしか需用がなかった広葉樹を家
具やフローリングに加工できるよ
うな新たなサプライチェーンの構
築にも取り組んでまいります。

市
町
産
材
の
付
加
価
値

向
上
に
向
け
た
連
携
協
定

３
月
６
日　
地
元
産
広
葉
樹
材
な
ど
の
付
加
価
値
向
上
の
取
組
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式

　３月１日、南丹警察署で「交通
栄誉章緑十字銀賞優良運転者」及
び「全日本交通安全協会主催交通
安全優良学校」の表彰伝達式が行
われました。
　「交通栄誉章緑十字銀賞 優良運
転者」を日吉町の片桐敏郎さんが
受賞、「全日本交通安全協会主催
交通安全優良学校」を八木東小学
校が受賞されました。
　八木東小学校では、地域の方々
の声掛けや見守り、企業と連携し
た体験型の交通安全教室などを実
施した事が評価され、今回の表彰
に繋がりました。

八
木
東
小
学
校

「
交
通
安
全
優
良
学
校
」受
賞

「
優
良
運
転
者
」
表
彰
及
び
「
交
通
安
全
優
良
学
校
」
表
彰

　２月１５日、園部小学校の児童が育て
たひまわりから採れた種を市役所へ届け
ていただきました。
　このひまわりの種は、令和２年度から
平和を願い、園部中学校で育て始められ
たもので、園部小学校にも譲り渡され心
を込めて育てられたものです。

広
が
る
ひ
ま
わ
り
の
種

　３月７日、「北方領土に関する
全国スピーチコンテスト」で全国
３位の北方領土問題対策協会理事
長賞を受賞した殿田中学校２年の
楓るりさんが、市役所へ受賞の報
告に来ていただきました。
　スピーチでは「良い関係を築け
ば問題を解決できる」と話されま
した。

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
３
位
に
輝
く

北
方
領
土
に
関
す
る
全
国
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
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●
知
っ
て
お
き
た
い「
や
せ
」

の
現
状
と
健
康
リ
ス
ク

　
近
年 

日
本
で
は
、
若
い
女
性
の

間
で「
や
せ
」志
向
が
強
く
、
や
せ

す
ぎ
の
女
性
が
増
え
て
い
る
と
い

う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
や
せ
」は
、
体
に
必
要
な
栄
養

が
不
十
分
な
状
態
で
あ
り
、
栄
養

が
不
足
す
る
と
次
の
よ
う
な
健
康

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

□
筋
肉
量
の
低
下

□
骨
量
の
低
下
や
骨
粗
鬆
症

□
月
経
異
常
や
無
月
経

□
卵
巣
が
正
常
に
機
能
し
な
く
な
り
不

妊
の
原
因
に

　

ま
た
、
や
せ
た
女
性
の
妊
娠
や
妊
娠

中
の
体
重
増
加
不
良
の
場
合
、
早
産
や

流
産
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
他
、
低
出
生

体
重
児（
２
，
５
０
０
ｇ
未
満
）の
出
産

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

南
丹
市
で
は
低
出
生
体
重
児
の
割
合

が
全
国
と
比
べ
る
と
高
い
値
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

◆
健
康
で
よ
り
す
て
き
な
人
生
の

た
め
に
、
今
か
ら
取
り
組
み
ま

し
ょ
う

①
自
分
の
B
M
I
を
知
り
、

適
正
体
重
を
維
持
す
る

B
M
I
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）÷

身
長（
ｍ
）

※
B
M
I
が
18
・
5
未
満
で
あ
れ
ば
や

せ
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

②
適
度
な
運
動

　

体
調
に
合
わ
せ
て
、
無
理
な
く
続
け

ら
れ
る
こ
と
を

✓
南
丹
健
幸
ポ
イ
ン
ト
で
お
得
に
始
め

ら
れ
ま
す
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

　

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
食
事
を

✓
市
の
公
式
L
I
N
E
で
定
期
的
に
健

幸
レ
シ
ピ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

④
歯
と
お
口
の
ケ
ア

　

毎
日
の
歯
み
が
き
習
慣
と
定
期
的
な

歯
科
健
診
を

✓
高
屋 

翔 

先
生
の
コ
ラ
ム
参
照　

出典：厚生労働省「人口動態統計」「健康日本２１（第二次）」中間評価報告書

出典：厚生労働省健康局健康課　成人女性のやせの国際比較（2017）

0
5
10
15

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4
低出生体重(％)：南丹市
低出生体重(％)：全国
早期産(％)

9.3%
5.2% 1.7%

日本 韓国 アメリカ

低出生体重児・早産の変化

日本は、主な先進国の中でも
成人女性の

やせの割合が高くなっています

Well-being ～健康で幸せな生活のために、
大切な人に伝えたい女性の「やせ」と「健康」について～

0
5
10
15

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4
低出生体重(％)：南丹市
低出生体重(％)：全国
早期産(％)

9.3%
5.2% 1.7%

日本 韓国 アメリカ

低出生体重児・早産の変化

健
幸シ

ピ

栄養満点！お手軽レンチン蒸し
P
O
I
N
T

妊
娠
期
に
と
り
た
い
鉄
、
葉

酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維

と
い
っ
た
栄
養
素
が
一
度
に

と
れ
る
栄
養
満
点
の
レ
シ
ピ
で

す
。

火
を
使
わ
ず
に
簡
単
に
調
理
で

き
ま
す
。

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
て
食
べ
や

す
く
、
冷
や
し
て
も
美
味
し
い

で
す
。



Nantan  city

9 広報なんたん4月号

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
家
庭
課 （
母
子
保
健
係
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
２
８

妊
娠
を
経
験
す
る
多
く
の
女
性

が
、
歯
と
歯
茎
の
健
康
に
気
を
つ

け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　

特
に
、
妊
娠
初
期
か
ら
出
産
直
前
、

さ
ら
に
産
後
一
年
程
度
は
、
歯
肉
炎
な

ど
の
症
状
が
現
れ
や
す
く
、
そ
の
影
響

は
た
だ
の
不
快
感
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
。
こ
の
時
期
に
歯
科
医

師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
は
、
母
子
と

も
に
健
康
を
守
る
た
め
に
非
常
に
重
要

で
す
。

　
し
か
し
、
妊
娠
初
期（
一
〜
三
ヶ
月
）

は
、
歯
科
麻
酔
や
一
部
の
薬
が
使
用
で

き
な
い
た
め
、
治
療
の
選
択
肢
が
限
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
避
け
、
安
全
で
効
果
的
な
治
療
を
受

け
る
た
め
に
も
、
早
め
の
歯
科
受
診
が

推
奨
さ
れ
ま
す
。
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク

と
、
早
期
の
対
応
が
、
妊
娠
中
の
口
腔

ト
ラ
ブ
ル
を
最
小
限
に
抑
え
る
鍵
と
な

り
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し

て
歯
科
受
診
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。
健
康
な
妊
娠
期
間
を
過
ご
し
、

お
子
さ
ん
に
も
健
康
な
口
腔
環
境
を
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
ぜ
ひ
歯
科
医
院
で
定

期
的
な
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ドクターズコラム　vol.4

　
高屋歯科医院　高屋　翔 先生

材
料（
2
人
分
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー	

80
ｇ

し
め
じ	

50
ｇ

木
綿
豆
腐	

1
3
0
ｇ

ツ
ナ
缶（
マ
グ
ロ
水
煮
）	

70
ｇ

ポ
ン
酢	

大
さ
じ
1

レ
モ
ン
果
汁	

大
さ
じ
1

作
り
方

①
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
一
口
大
に
切
る
。

し
め
じ
は
石
づ
き
を
切
り
、
手
で

ほ
ぐ
す
。

②
①
を
水
で
洗
い
、
耐
熱
容
器
に
入

れ
る
。

③
②
に
水
気
を
切
っ
た
木
綿
豆
腐
、

ツ
ナ
缶
を
入
れ
る
。

④
電
子
レ
ン
ジ
で
5
0
0
W
4
分
間

加
熱
す
る
。

⑤
木
綿
豆
腐
を
箸
で
ほ
ぐ
し
、
ポ
ン

酢
、
レ
モ
ン
汁
を
か
け
て
軽
く
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

（
1
人
分
192
㎉
、
食
塩
相
当
量
1.3
ｇ
）

妊婦歯科検診を
受けましょう

　南丹市では妊婦さん
を対象に、妊婦歯科検
診を無料で一回受診し
ていただけます。
※受診券は母子手帳交
付時にお渡しします。

妊婦とその家族を対象に
　　『たまぴよくらぶ』を実施しています。

たまぴよくらぶでは、助産師・歯科衛生士・栄養士によるお話
や交流会、妊婦体験、抱っこ体験ができます。お口の健康につ
いても学べる機会ですので、ぜひご参加ください。

※たまぴよくらぶは伴走型相談支援の一環として
　NPOグローアップが実施団体となります。

市役所中央庁舎２階、アス
エルそのべ１階で季節にあ
わせた健幸レシピを配布し
ています。
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こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
谷
川
で
す
。

　

早
い
も
の
で
私
が
南
丹
市
に
来
て
か

ら
既
に
二
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
今

年
の
八
月
で
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
も
卒
業
で
す
。

　

ス
マ
ホ
教
室
の
講
師
と
い
う
、
今
ま

で
し
た
こ
と
の
な
い
お
仕
事
で
多
く
の

方
と
知
り
あ
え
た
こ
と
、
新
境
地
の
開

拓
が
で
き
た
こ
と
、
何
よ
り
住
民
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
な
ど
、

と
て
も
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
で
き

る
こ
と
や
、
有
事
の
際
に
命
を
守
る
ス

マ
ホ
の
使
用
法
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
摩
気
や
八
木
で
ス
マ
ホ

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

操
作
方
法
か
ら
始
ま
り
、
個
別
相
談
で

は
各
種
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
、
通
話
の

録
音
、
普
段
の
お
散
歩
が
楽
し
く
な
る

グ
ー
グ
ル
レ
ン
ズ
の
使
用
方
法
な
ど
の

勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
教
室
で
の
質
問
で
、
最
も
多

い
の
が「
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
分
か
ら

な
い
」で
す
。
こ
れ
は
普
段
の
使
用
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
後
か
ら

そ
れ
を
思
い
出
せ
な
い
、
あ
る
い
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
電
話
し
か
使
わ
な
い
か
ら
そ

れ
以
外
の
機
能
は
知
る
必
要
が
な
い
と

い
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
質
問
を
お
持
ち
の
方
も

安
心
く
だ
さ
い
。
私
の
ス
マ
ホ
教
室
は

と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
も
の
で
、
参

加
者
の
交
流
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い
く
な
か

で
、
出
て
き
た
疑
問
に
都
度
お
答
え
す

る
形
で
進
行
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

お
近
く
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
は

ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し
て
下
さ
い
ね
。

　

お
会
い
で

き
る
の
を
楽

し
み
に
し
て

い
ま
す
。

−32−

問
い
合
わ
せ
先
：
谷
川
隊
員

メ
ー
ル  tanigaw

a87a@
gm

ail.com

「
こ
の
外
科
医
は
少
年
の
母
親
だ
っ
た
の

で
す
」

　

こ
の
一
文
で
、
あ
っ
そ
う
か
、
と
思

い
ま
し
た
。「
腕
利
き
の
外
科
医
」と
聞

く
と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
男
性
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
ま
し

た
。

　

こ
う
い
っ
た
知
ら
ず
知
ら
ず
の
思
い

込
み
の
こ
と
を「
無
意
識
の
偏
見（
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）」と
い
い
ま

す
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
、

過
去
の
経
験
や
周
囲
の
意
見
、
日
々
接

す
る
情
報
な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
る
も

の
で
誰
も
が
持
っ
て
い
ま
す
。
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
や
行
動
に
含
ま
れ

る
た
め
、「
よ
く
あ
る
こ
と
」「
気
に
す
る

ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
」と
見
過
ご
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
他
の

人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

で
は
改
善
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を「
知
り
」、

自
身
の
言
動
を
顧
み
て「
気
づ
く
」こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
言
動

に
変
化
が
起
こ
る
は
ず
で
す
。

※
次
回
に
つ
づ
く

�

　

  （
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第66回――第66回―

『
外
科
医
と
息
子
』

　

あ
る
日
、
父
親
と
そ
の
息
子
が
自
動

車
で
出
か
け
た
が
、
途
中
で
交
通
事
故

に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

運
転
し
て
い
た
父
親
と
息
子
は
別
々

の
救
急
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。

　

重
傷
を
負
っ
た
息
子
が
運
ば
れ
た
救

急
病
院
で
は
、
そ
の
病
院
で
一
番
腕
利

き
の
外
科
医
が
呼
ば
れ
た
。

　

そ
の
少
年
を
見
た
外
科
医
は
こ
う

言
っ
た
。

「
息
子
！
こ
の
少
年
は
私
の
息
子
で

す
！
」

　

こ
の
話
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
人
権
研
修
な
ど
で

も
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
初

め
て
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
あ
れ
こ

れ
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て

無
意
識
の
偏
見
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第
6
回　

南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
審
査
会
・
表
彰
式

　

1
月
24
日
に
南
丹
市
と
南
丹
市
観
光

協
会
連
絡
会
主
催
の
第
6
回
南
丹
市

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
作
品
は
9
月
1
日
か
ら
1
月

9
日
ま
で
募
集
し
て
お
り
、
全
国
か
ら

2
4
0
作
品
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
。

審
査
会
で
は
、
魅
力
溢
れ
る
写
真
を
前

に
審
査
員
か
ら
は
市
内
の
新
た
な
魅
力

発
見
に
繋
が
る
な
ど
様
々
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
、
長
時
間
の
選
考
の
末
、
13

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
2
月
24
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

受
賞
者
が
賞
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

賞
状
授
与
の
あ
と
に
審
査
委
員
長
の
中

田
昭
先
生
か
ら
各
作
品
の
講
評
が
あ
り
、

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
今
後
の
撮
影
に
活

か
そ
う
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
作
品
は
、
今

後
市
内
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
予

定
で
す
。
南
丹
市
の
魅
力
溢
れ
る
写
真

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

南
丹
市
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
3
年
１
月
・
２
月　

優
秀
賞
発
表

 

テ
ー
マ「
私
の
大
切
な
場
所
」

作品名：「雪の洲」
撮影場所：(八木町)廻り田池
撮影者：＠install_photography_

作品名:「雪灯廊の夜」
撮影場所：(美山町)かやぶきの里
撮影者：＠niceone.chaco

作品名：「星降る夜」
撮影場所：(美山町)かやぶきの里
撮影者：＠miyama_milan

▲審査会の様子

▲表彰式の様子

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
映
像
制
作
を
支
援

す
る
非
営
利
団
体
）っ
て
何
？

　

昨
年
の
第
76
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
で
主
演
の
役

所
広
司
が
日
本
人
俳
優
と
し
て
2
人
目

と
な
る
主
演
男
優
賞
を
受
賞
、
第
96
回

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
は
国
際
長
編
映
画
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
の
名

匠
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
監
督
の
映

画『
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
デ
イ
ズ
』。

　

世
界
的
な
建
築
家
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー

に
よ
っ
て
改
修
さ
れ
た
東
京
・
渋
谷
区

の
公
共
ト
イ
レ
を
舞
台
に
、
役
所
広
司

演
じ
る
主
人
公
、
ト
イ
レ
清
掃
員
の
平

山
の
日
常
と
彼
を
取
り
巻
く
人
々
を
描

い
た
人
間
ド
ラ
マ
は
、
昨
年
の
公
開
か

ら
現
在
も
上
映
が
続
く
大
ヒ
ッ
ト
作
。

　

劇
中
で
は
テ
ー
マ
で
あ
る
渋
谷
の
公

共
ト
イ
レ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
平
山

の
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
東
東
京
、

下
町
の
印
象
的
な
風
景
や
店
も
多
数
登

場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ロ
ケ
地
選
び
に

も
東
京
都
の
F
C
、
東
京
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ッ
ク
ス
や
、
台
東
区
、
墨
田
区
の

F
C
な
ど
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

平
山
が
住
む
ア
パ
ー
ト
や
そ
の
隣
の

「
天
祖
神
社
」は
江
東
区
。
仕
事
の
行
き

帰
り
に
通
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
臨

む「
桜
橋
」、
仕
事
終
わ
り
に
通
う
銭
湯

「
電
気
湯
」は
墨
田
区
。
銭
湯
後
に
通
う

台
東
区
浅
草
の
居
酒
屋「
福
ち
ゃ
ん
」は
、

日
本
最
古
の
地
下
街
・
浅
草
地
下
街
の

店
。
休
日
に
訪
れ
る
古
書
店
は
浅
草
伝

法
院
通
り
の「
地
球
堂
書
店
」。
石
川
さ

ゆ
り
演
じ
る
マ
マ
が
働
く
居
酒
屋
は
浅

草
の「
街
の
灯
ノ
ヴ
」。
実
在
の
場
所
が

撮
影
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
F
C
に
ロ
ケ
地
打
診
が
あ
っ
た
の

は
撮
影
開
始
前
の
２
０
２
２
年
6
月
。

ま
だ
脚
本
も
な
い
段
階
で「
昭
和
の
雰
囲

気
が
残
る
場
所
」と
の
注
文
だ
け
で
ロ
ケ

場
所
を
検
討
し
た
そ
う
。
そ
の
後
監
督

が
来
日
、
候
補
地
を
実
際
に
見
て
撮
影

場
所
が
最
終
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

映
画
の
ヒ
ッ
ト
を
受
け
て
、
登
場
し

た
ロ
ケ
地
を
巡
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
F
C
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
映

画
を
撮
る
上
で
今
や
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

藤ふ
じ
井い　
真し
ん
也や

南
丹
市
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
戦
略

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

南
丹
市
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
。
元
集
英
社
学
芸
編
集
部
部
長
。

（
映
画
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、
音
楽
、 

演
劇

な
ど
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
詳
し
い
）

〜
映
画『
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
デ
イ
ズ
』を
支
え
た
東
京
の
F
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
C
～

第
５
回
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お知らせコーナー

令和6年度の国民健康保険税率のお知らせ

　平成30年4月より、国民健康保険(国保)が広域化され、都道府県が財政運営の責任主体として、市
町村と共に運営しています。都道府県は、保険給付に必要な費用の全額を市町村に支払い、市町村は、
都道府県へ国民健康保険事業費納付金を納めます。
　京都府では、府全体の保険給付費を推計し、市町村毎に納付金の額を決定します。南丹市の保険税
率は、物価高騰などの社会情勢の動向を踏まえながら、府が示す標準保険料率を参考に算定した結果、
令和6年度の保険税率を令和5年度と同率に据え置くこととしました。また、地方税法の改正に伴い課
税限度額が後期高齢者支援金分24万円(令和5年度22万円)に変更になり、軽減判定所得が引き上げ(軽
減適用の拡大)となりました。

●国民健康保険税率（令和6年度）

医療保険分 後期高齢者
支援金分

介護保険分
（40歳〜64歳）

・所得割
（世帯の被保険者の
所得に応じて計算）

課税対象所得の
7.12%

課税対象所得の
2.83%

課税対象所得の
2.4%

　　　　＋　　（課税対象所得=前年の総所得金額等−基礎控除43万円）
均等割

（世帯の被保険者数
に応じて計算）

被保険者
1人あたり
24,300円

被保険者
1人あたり
10,100円

被保険者
1人あたり
10,500円

　　　　＋
平等割

（一世帯につき
いくらと計算）

19,600円 6,000円 5,800円

　　　　＝
合 計 世帯の保険税

また､ 以下のとおり､ それぞれ区分毎に課税限度額が設けられています｡
課税限度額 65万円 24万円 17万円

●軽減制度
①世帯主（擬制世帯主を含む）、世帯内の被保険者及び特定同一世帯所属者
　（※1）の昨年の1月から12月までの総所得が下記の基準に該当する場合
　に保険税の平等割と均等割の軽減が受けられます。

2割軽減 43万円＋【（給与所得者等の数－1）×10万円（※2）】＋
（54万5千円×被保険者及び特定同一世帯所属者の数）以下

5割軽減 43万円＋【（給与所得者等の数－1）×10万円（※2）】＋
（29万5千円×被保険者及び特定同一世帯所属者の数）以下

7割軽減 43万円＋【（給与所得者等の数－1）×10万円（※2）】以下
（※1）�特定同一世帯所属者とは、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、継続して同一の世帯

に属する方をいいます。
（※2）�世帯内の一定の給与所得者と公的年金所得者の数が2以上の場合のみ適用となります。
（※3）�昭和34年1月1日以前に生まれた方で、年金所得がある場合は、年金所得からさらに15万円引い

た額で軽減の所得判定を行います。
②�未就学児に係る均等割に対して一律５割の軽減が受けられます。①の軽減が適用されている場合は、

適用後の均等割から５割の軽減となります。

●�保険税は世帯ご
とに決まり、世
帯 主 が 納 め ま
す。

●�６月中旬に税額
を 決 定 し、 世
帯主へ通知しま
す。

●�納税は、便利で
安心な口座振替
をご利用くださ
い。

●�保険税の計算に
は正しい所得申
告 が 必 要 で す。
申告されていな
い場合には、軽
減制度などが適
用されない場合
があります。

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

●保険税の納め方

○40歳未満の方
　医療保険分と後期高齢者支援金分
をあわせて、国保の保険税として納
めます。
・医療保険分
・後期高齢者支援金分

○40歳以上65歳未満
（介護保険の第2号被保険者）
　医療保険分と後期高齢者支援金分
に、介護保険分をあわせて、国保の
保険税として納めます。
・医療保険分
・後期高齢者支援金分
・介護保険分

○65歳以上75歳未満
（介護保険の第1号被保険者）
　医療保険分と後期高齢者支援金分
を国保の保険税として納めます。（介
護保険料は別に納めます。【担当課：
高齢福祉課】）
・医療保険分
・後期高齢者支援金分

●年度の途中で40歳になるとき
　�40歳の誕生月（1日生まれの方はそ
の前月）の分から介護保険分を納め
ることになり、あらためて納税通
知書を発送します。
●年度の途中で65歳になるとき
　�65歳の前月（1日生まれの方はその
前々月）までの介護保険分は、国保
の保険税として年度末までの納期
に分けて納めます。

・モデルケース１－年金所得者
1人世帯（66歳）
年金所得130万円（年金収入240万円）
基準総所得金額 1,300,000円−430,000円（基礎控除）
=870,000円
<医療分>

（1） 所得割　870,000円×7.12%=61,944円
（2） 均等割　24,300円×1人=24,300円
（3） 平等割　1世帯につき  19,600円
医療分合計（100円未満切捨て） 105,800円
<後期高齢者支援金分>

（1） 所得割　870,000円×2.83%=24,621円
（2） 均等割　10,100円×1人=10,100円
（3） 平等割　1世帯につき  6,000円
後期高齢者支援金分合計（100円未満切捨て）　40,700円
<総合計>
保険税額 医療分+後期高齢者支援金分=146,500円
※65歳以上の方の介護保険分については､ 介護保険料として個
別に請求されます。
・モデルケース２－事業所得者など
4人世帯（夫45歳､ 妻45歳､ 未就学児2人）
世帯所得260万円（所得　夫：260万円　妻：0円）
基準総所得金額 2,600,000円−430,000円（基礎控除）
=2,170,000円
<医療分>

（1） 所得割　2,170,000円×7.12%=154,504円
（2） 均等割　24,300円×２人=48,600円
　　　　      24,300円×50％×2人=24,300円

（3） 平等割  1世帯につき  19,600円
医療分合計（100円未満切捨て） 247,000円
<後期高齢者支援金分>

（1） 所得割　2,170,000円×2.83%=61,411円
（2） 均等割　10,100円×2人=20,200円
　　　　      10,100円×50％×2人=10,100円

（3） 平等割  1世帯につき  6,000円
後期高齢者支援金分合計（100円未満切捨て） 97,700円
<介護分>

（1） 所得割　2,170,000円×2.4%=52,080円
（2） 均等割　10,500円×2人=21,000円
（3） 平等割　1世帯につき  5,800円
介護分合計（100円未満切捨て）　78,800円
<総合計>
保険税額 医療分+後期高齢者支援金分+介護分=423,500円

問市民課　TEL（0771）68-0011
※各種届出は、各支所でも受付しています。

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

令和６年度人間ドックの利用助成について

　南丹市国民健康保険被保険者および後期高齢者医療被保険者の方を対象とした令和６年度短期人間
ドック利用助成の申請を4月26日（金）より受け付けします。（年度内に1人1回限り）
　受診日は5月1日（水）から令和7年3月31日（月）の期間で予約してください。
●自己負担金
①国民健康保険被保険者：各医療機関の短期人間ドック受診費用のおおむね3割
②後期高齢者医療被保険者：各医療機関の短期人間ドック受診費用から11,000円を控除した額
※�基本健診部分以外のオプションは、全額個人負担となります。オプションの内容は、各医療機関によっ

て異なります。
●取扱医療機関

医療機関名 電話番号（ご予約・お問合せ先）
京都中部総合医療センター（健診センター直通） （０７７１）４２－２５６６
明治国際医療大学附属病院 （０７７１）７２－１２２１
京都工場保健会 （０１２０）８２３－０５３
御池クリニック ※男性専用 （０１２０）７７７－４６５
御池クリニックレディースプラザ ※女性専用 （０１２０）８８８－０７５
四条烏丸クリニック （０１２０）０１２－７７０
京都予防医学センター （０７５）８１１－９１３７
京都桂病院 （０７５）３９２－３５０１
※全ての医療機関で、頭部ＭＲＩ（脳ドック）の受診ができます。
※頭部ＭＲＩ（脳ドック）は、オプション（全額自己負担）です。
●利用方法　
①受診を希望される医療機関に受診日、受診内容の予約をしてください。
②�被保険者証を持参の上、受診日の２週間前までに市民課または各支所総務課で人間ドック利用助成

の申請書を提出してください。（申し込み時に予約いただいた受診日、受診内容等を確認します）
③�後日、市から送付する短期人間ドック「利用券」を必ず持参の上、取扱医療機関で受診してください。
　なお、予算の範囲内での助成となりますので、ご希望に添えない場合があります。
※�人間ドック利用券の申請をせずに受診された場合は、全額自己負担となりますのでご注意ください。
＜国民健康保険短期人間ドック利用助成の対象となる方＞
南丹市国民健康保険被保険者で次の①～③全てに該当する方
①南丹市国民健康保険に6カ月以上加入している方
②納期到来の国保税を完納している世帯に属する方
③当該年度に南丹市市民健診を受けていない方
※�令和6年度内に次の年齢に到達される方、または、令和5年度内に一度も医療機関などで受診されな

かった世帯の方は、令和６年度の人間ドック基本健診部分の自己負担金が無料となります。（オプショ
ンは全額自己負担）

・満30歳…平成6年4月2日〜平成7年4月1日生まれ
・満40歳…昭和59年4月2日〜昭和60年4月1日生まれ
・満50歳…昭和49年4月2日〜昭和50年4月1日生まれ
・満60歳…昭和39年4月2日〜昭和40年4月1日生まれ
＜後期高齢者短期人間ドック利用助成の対象となる方＞
南丹市民の方で、下記の①～③全てに該当する方
①京都府後期高齢者医療広域連合の被保険者である方
②納期到来の後期高齢者医療保険料を完納している方
③当該年度に南丹市市民健診を受けていない方
問市民課　TEL0771-68-0011

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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令和６年度浄化槽設置整備事業補助金のご案内

　公共下水道事業計画区域外および農業集落排水事業認可区域外の地域で、し尿のみを処理する単独
処理浄化槽や汲み取り便槽からし尿と生活排水を併せて処理する合併処理浄化槽へ転換される方およ
び新たに住宅を建築し浄化槽を設置される方に、その費用の一部を補助しています。
●�補助対象となる浄化槽　し尿と生活雑排水を併せて処理する機能を有するもので、法律で規定され

た構造基準に適合し、次の全ての要件を満たす浄化槽
①�南丹市に住所を有する方が、自らがお住まいになる専用住宅および併用住宅（延べ床面積の2分の1以

上を居住の用に供する建物）に設置するもので、処理対象人員（人槽）が10人槽以下の浄化槽を設置し
た場合

②�BOD（生物化学的酸素要求量）除去率が90％以上、放流水のBODが20ｍg/ｌ以下のもので、浄化槽
設置整備事業における国庫補助指針に適合する浄化槽を設置した場合
●補助の対象とならない場合
①浄化槽法に基づく設置の届出の審査または建築基準法に基づく確認を受けずに設置した場合
②住宅などを借りている方で、賃貸人の承諾が得られない場合
③工場、事業所などの事業活動を行うところに浄化槽を設置した場合
④販売目的で浄化槽付き住宅などを建築した場合
⑤予定した年度の3月10日までに工事が完了しない場合
⑥補助対象事業の予算枠を超えて申込があった場合
⑦設置者が南丹市に住所を有しない場合（実績報告までに南丹市に居住する方を除く）
⑧既に設置された浄化槽を入替える場合
●補助金の額

処理区分 地域 5人槽 6～7人槽 8～10人槽
通常処理 園部町、日吉町 332,000円 414,000円 548,000円
高度処理 園部町、日吉町 360,000円 462,000円 585,000円

美山町 408,000円 492,000円 684,000円
※�高度処理型浄化槽とは、次のいずれかの要件を満たすもので、浄化槽設置整備事業における国庫補

助指針に適合するもの。
・�BODのみを除去するものにあっては、BOD除去率97％以上、放流水のBOD5ｍg/ｌ（日間平均値）

以下の機能を有するもの。
・��窒素またはリンを除去する能力を有するものにあっては、BOD除去率90％以上、放流水のBOD20

ｍg/ｌ（日間平均値）以下で、放流水の全窒素20ｍg/ｌ（日間平均値）以下または全リン1ｍg/ｌ（日間
平均値）以下のもの。
●補助対象地域

地域 地区名 備考
園部 法京 全域

日吉 木住、生畑、中世木 全域
畑郷、四ツ谷、志和賀 一部

美山

南、河内谷、下、知見、江和、田歌、芦生、白石、佐々里、又林、
下平屋、野添、長尾、深見、荒倉、内久保、原、板橋、宮脇、下吉田、
上司、高野、豊郷、盛郷、福居、肱谷、向山、樫原、音海、小渕

全域

鶴ヶ岡、三埜 一部
※�公共下水道事業計画区域および農業集落排水事業認可区域であっても、地形的または技術的に下水

道施設への接続が不可能な場合は、例外的に補助金を交付する場合があります。
●申請期間　令和6年度の受付期間は、令和6年4月1日から令和6年12月27日まで
※詳細は市ホームページに掲載しています。
問下水道課　TEL（0771）68-0054

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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森
林
環
境
税（
国
税
）の
課
税
に
つ

い
て

　
森
林
環
境
税
は
、
森
林
整
備
等

に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
31
年

度
税
制
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

国
税
で
す
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
、
国
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
課
税

さ
れ
、
個
人
の
市
民
税
・
府
民
税

の
均
等
割
と
併
せ
て
一
人
年
額

1
，
0
0
0
円
を
市
が
徴
収
し
ま

す
。

　
森
林
環
境
税
の
税
収
は
、
全
額

が
森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
都
道

府
県
・
市
区
町
村
へ
譲
与
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
か
ら
東
日

本
大
震
災
復
興
基
本
法
の
理
念
に

基
づ
き
、
臨
時
措
置
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
個
人
の
市
民
税
・
府
民

税
均
等
割
の
年
額
1
，
0
0
0
円

（
市
民
税
5
0
0
円
・
府
民
税

5
0
0
円
）の
引
き
上
げ
は
令
和

5
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。

問
税
務
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
4

令
和
6
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書

発
行
開
始
日
の
ご
案
内

　
令
和
6
年
度
所
得
・
課
税
証
明

書
の
発
行
開
始
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・�

市
府
民
税
及
び
森
林
環
境
税
の

全
額
を
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
る
方
…
令
和
6
年
5
月
15
日

（
水
）

・�

前
記
以
外
の
方
…
令
和
6
年
6

月
3
日（
月
）

※
未
申
告（
課
税
資
料
な
し
）の
方

は
ご
本
人
か
ら
昨
年
中
の
収
入
状

況
の
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
か
ら
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

期
限
後
の
申
告
は
、
申
告
内
容
を

反
映
さ
せ
た
証
明
書
の
発
行
に
1

カ
月
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
目
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
令
和
6
年
度
所
得
・
課
税
証
明

書
は
、
原
則
、
令
和
6
年
1
月
1

日
に
住
所
を
有
す
る
市
町
村
が
発

行
し
ま
す
。
南
丹
市
に
住
民
票
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
は
他
の

市
町
村
に
住
ん
で
い
て
、
か
つ
他

の
市
町
村
で
個
人
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
市
町

村
に
証
明
書
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

問
税
務
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
4

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
令
和
6
年
5
月
31
日（
金
）納
期

限
〉

・�

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

1
期
分　
　

問
税
務
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
0
4

・
保
育
所
保
育
料
等
5
月
分　

・
保
育
所
延
長
保
育
料
4
月
分

・
一
時
保
育
料
4
月
分　
　

・
幼
稚
園
給
食
費
5
月
分　
　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
4
月
分

・��

す
こ
や
か
学
園
使
用
料
5
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
7

・
市
営
住
宅
使
用
料
5
月
分

問
都
市
計
画
課

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
6
2

・
学
校
給
食
費
5
月
分

問
学
校
教
育
課

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
5
6

・�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
5

月
分　

問
社
会
教
育
課

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
5
7

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

南
丹
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
に
つ
い
て

　
南
丹
市
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
方
を
対
象
と
し
た「
南
丹

市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」を
導
入
し
、
令
和
6
年
4
月

1
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
同
性
同
士
の
婚

姻
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い

日
本
に
お
け
る
自
治
体
独
自
の
制

度
で
あ
り
、
L
G
B
T
Q
+
と
表

現
さ
れ
る
性
的
少
数
者（
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
）に

対
し
て「
結
婚
に
相
当
す
る
関
係
」

と
す
る
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
的
配

慮
を
受
け
や
す
く
す
る
も
の
で

す
。

問
人
権
政
策
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
5

京
都
府
母
子
家
庭
奨
学
金
等

　

京
都
府
は
、
母
子
家
庭（
父
子

を
含
ま
な
い
）で
高
校
生
以
下
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
を
対
象

に
母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給
し
ま

す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
限　
5
月
31
日（
金
）

●
申
請
先　
こ
ど
も
家
庭
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
課

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請

書
、
印
鑑
、
振
込
先
の
預
金
通
帳

（
振
込
口
座
記
入
の
た
め
）、
在
学

証
明
書（
高
校
生
及
び
専
修
学
校

生
の
み
）

※
申
請
書
の
証
明
欄
に
は
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
推
進
員
ま
た
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
押
印
が
必
要

で
す
。

※
申
請
書
は
こ
ど
も
家
庭
課
、
各

支
所
総
務
課
、
ひ
と
り
親
家
庭
福

祉
推
進
員
の
証
明
時
の
会
場
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

●
支
給
金
額（
年
額
、
1
人
当
た

り
）

・
乳
幼
児
：
１
1
，
0
0
0
円

・
小
学
生
：
２
1
，
5
0
0
円

・
中
学
生
：
４
3
，
0
0
0
円

・
高
校
生
：
６
4
，
0
0
0
円

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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※
高
校
入
学
時
に
は
、
入
学
支
度

金（
1
人
当
た
り
３
5
，
0
0
0

円
）が
別
途
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
提
出
期
限
以
降
に
申
請
さ
れ
た

場
合
や
、
4
月
2
日
以
降
に
新
規

支
給
対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
、
申

請
の
翌
月
か
ら
の
月
割
支
給
と
な

り
ま
す
。

※
京
都
府
奨
学
の
た
め
の
給
付
金

と
は
併
給
調
整
さ
れ
ま
す
。

〈
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
の

証
明
日
〉

●
日
時　
①
5
月
10
日（
金
） 

午

後
6
時
〜
8
時　

②
5
月
19
日

（
日
） 

午
後
1
時
〜
3
時

●
場
所　
園
部
文
化
会
館
3
階
大

研
修
室
1
、
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

3
階
会
議
室
3
、
日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
第
1
会
議
室
、
美
山
文

化
ホ
ー
ル
会
議
室
1

※
美
山
文
化
ホ
ー
ル
は
5
月
10
日

（
金
）の
み

問
こ
ど
も
家
庭
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
2
8

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

●
対
象
者　
南
丹
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
以
下
の
①
、
②
の
ど
ち

ら
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
満
65
歳
の
接
種
希
望
者（
接
種

日
に
65
歳
の
方
）

※
定
期
接
種
の
機
会
は
65
歳
の
1

年
間
で
す
。
定
期
接
種
の
対
象
と

な
る
方
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方

は
接
種
の
機
会
を
逸
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
の
は
生
涯
で
1
回

の
み
と
な
り
ま
す
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、「
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
」

ま
た
は「
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
」に
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
程
度
の
障

が
い
の
あ
る
方
で
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
。

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
は
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。（
自
費
で
接
種
さ
れ
た
方
、

南
丹
市
以
外
で
接
種
さ
れ
た
方
も

対
象
外
と
な
り
ま
す
）

●
自
己
負
担
金　
4
，
0
0
0
円

●
接
種
費
用
の
免
除　
住
民
税
非

課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
費
用
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
す

る
ま
で
に
必
ず
健
幸
ま
ち
づ
く
り

課
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
経
過
措
置
終
了
に
つ
い
て　
平

成
26
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で

実
施
し
て
い
た
経
過
措
置
は
、
令

和
6
年
3
月
31
日
で
終
了
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
上
記
の
方
以
外

は
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
6

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
年
金
の

切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会

社
を
退
職
さ
れ
、
農
業
者
、
自
営

業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
無
職

な
ど
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
国
民

年
金
第
1
号
被
保
険
者（
ま
た
は

第
3
号
被
保
険
者
）へ
の
切
り
替

え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
尚
、
令
和
6
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
額
は「
月
額
１
6
，
9
8
0

円
」で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
市

民
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
務
課
窓

口
で
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
市
民
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
1

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
4
か
月
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な

り
、
出
産
予
定
日
の
6
カ
月
前
か

ら
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
市

民
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
務
課
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
1

資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
の

団
体
登
録
に
つ
い
て

　
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
市
内
で
資
源
ご

み（
古
紙
お
よ
び
古
布
）の
集
団
回

収
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
報

奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
報
奨
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
毎
年
度
、
団
体
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
・
様
式
な
ど　
団
体
の
要

件
お
よ
び
団
体
登
録
の
様
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
提
出
期
限　
5
月
31
日（
金
）ま

で　
　

●
提
出
先　
環
境
課
ま
た
は
各
支

所
総
務
課

●
注
意
事
項　
報
奨
金
の
交
付
申

請
書
は
、
団
体
登
録
後
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
5

5
月
は「
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
外
で

の
自
然
災
害
等
発
生
時
の
救
護
活

動
や
輸
血
用
血
液
の
安
定
供
給
な

ど
、
人
道
的
使
命
を
果
た
す
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
は
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
活
動
資
金
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
も
、
5
月
1
日
〜
31
日

を「
赤
十
字
運
動
月
間
」と
し
、
活

動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
会
員

増
強
運
動
を
展
開
し
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
0
7
7
1
－
７
2
－
3
2
2
0

問
福
祉
相
談
課

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
2
3

ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
開
館
日
に
つ
い
て

　
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
土

曜
日
は
第
1
・
3
土
曜
日
の
み
開

館
し
て
い
ま
す
。

●
開
館
日

・
水
曜
日
・
木
曜
日
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
ま
で

・
第
1
・
3
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

※
祝
日
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ーTEL
0
7
7
1
－
６
8
－
3
5
5
5

問
南
丹
市
地
域
振
興
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
9

南
丹
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

　

南
丹
市
地
域
公
共
交
通
計
画

（
案
）に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集

し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考

に
し
て
、
南
丹
市
地
域
公
共
交
通

計
画（
計
画
期
間
：
2
0
2
4
〜

2
0
2
8
年
度
）を
策
定
し
ま
し

た
。

●
い
た
だ
い
た
ご
意
見　
5
件

※
ご
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方

策
定
し
た
計
画
を
地
域
振
興
課
、

各
支
所
総
務
課
に
閲
覧
用
書
面
を

配
置
し
、
南
丹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
振
興
課　
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TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
9

南
丹
市
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

発
行
に
つ
い
て

　

移
住
希
望
者
や
空
き
家
所
有

者
、
地
域
団
体
・
企
業
な
ど
が
活

用
で
き
る
定
住
促
進
制
度
を
集
約

し
た
冊
子
の
令
和
6
年
度
更
新
版

を
発
行
し
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●
冊
子
名

　
南
丹
市
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

n
a
n
c
l
a
（
な
ん
く
ら
）

●
配
布
場
所

地
域
振
興
課
、
各
支
所
総
務
課

南
丹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

南
丹
市
定
住
促
進
サ
イ
ト

「
n
a
n
c
l
a
（
な
ん
く
ら
）」

問
地
域
振
興
課

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
9

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

　　
南
丹
市
で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
れ
る
新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
婚

姻
に
伴
う
住
宅
取
得
費
・
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
費
・
住
宅
賃
借
費
・
引

越
費
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し

ま
す
。

●
補
助
対
象
者　
次
の
要
件
す
べ

て
を
満
た
す
世
帯
で
す
。

①
申
請
前
年
度
の
1
月
1
日
か
ら

申
請
年
度
の
3
月
31
日
ま
で
に
婚

姻
届
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
世

帯②
婚
姻
時
に
お
い
て
、
夫
婦
の
双

方
が
40
歳
未
満
の
世
帯

③
申
請
時
に
お
い
て
、
夫
婦
の
双

方
ま
た
は
一
方
の
住
所
が
本
市
内

の
入
居
対
象
と
な
る
住
宅
所
在
地

に
あ
る
世
帯

④
前
年
の
合
計
所
得
額
が
5
0
0 

万
円
未
満
で
、
市
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
世
帯

※
奨
学
金
を
返
済
中
の
場
合
、
一

定
期
間
中
の
返
済
額
を
所
得
か
ら

控
除
で
き
ま
す
。

⑤
居
住
地
域
の
区（
自
治
会
）な
ど

に
加
入
し
、
地
域
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
世
帯

⑥
申
請
日
か
ら
5
年
以
上
継
続
し

て
本
市
に
居
住
す
る
こ
と
を
誓
約

す
る
世
帯

⑦
過
去
に
本
制
度
の
適
用
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
世
帯

⑧
暴
力
団
員
で
な
い
世
帯

⑨
本
制
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

協
力
す
る
世
帯

※
上
記
の
世
帯
に
は
、
南
丹
市
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
を
さ
れ
た

方
も
含
み
ま
す
。

●
補
助
金
額　
住
宅
取
得
費（
新

築
工
事
費
・
設
計
費
を
含
む
）・

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
・
住
宅
賃
借

費（
敷
金
・
礼
金
な
ど
を
含
む
）・

引
越
費（
引
越
・
運
送
業
者
へ
の

経
費
）に
対
し
て
10
／
10
以
内（
1

世
帯
あ
た
り
30
万
円（
婚
姻
時
に

夫
婦
の
双
方
が
29
歳
以
下
の
場
合

60
万
円
）以
内
）

※
土
地
購
入
費
・
住
宅
ロ
ー
ン
手

数
料
・
倉
庫
や
車
庫
の
工
事
費
・

外
構
工
事
費
・
駐
車
場
代
・
備
品

購
入
費
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

※
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当
が
支
給

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
住
宅
手
当

分
は
補
助
対
象
外
で
す
。

問
地
域
振
興
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
9

chiiki@
city.nantan.lg.jp

人
材
募
集

障
が
い
者
余
暇
活
動「
え
ん
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
縁
で
集
ま
っ
た

仲
間
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
C
メ
ー
ル（
S
M
S
）で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
活
動
回
数　
月
1
回（
半
日
程

度
）

●
募
集
対
象　
20
代
〜
40
代

問
渕
瀬　

TEL
0
8
0
－
5
3
4
2
－
8
8
8
6

南丹市職員採用試験の実施について
　令和6年度（令和6年10月採用及び令和7年度採用）の職員採用試験を次のとおり実施します。
●募集職種

職　　種 募集人数 試験区分 受験資格

一般事務

10名程度

一般試験
（大卒のみ）

平成9年4月2日から平成15年4月1日までに生まれた人で、
大学を卒業または令和7年3月末までに卒業見込みの人

社会人試験 昭和59年4月2日以降に生まれた人で、高等学校以上の学校
を卒業し、民間企業等での職務経験が3年以上ある人

5名程度 ふるさとチャ
レンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働くこと
ができる平成元年4月2日以降に生まれた人で高等学校以上
の学校を卒業した人

保育士
幼稚園教諭 若干名

一般試験 平成9年4月2日以降に生まれ、令和7年3月末までに保育士
資格と幼稚園教諭免許の両方を取得または取得見込みの人

社会人試験
昭和59年4月2日以降に生まれた人で「保育士」または「幼稚園
教諭」の実務経験が3年以上あり、保育士資格と幼稚園教諭
免許の両方を有する人

ふるさとチャ
レンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働くこと
ができる平成元年4月2日以降に生まれた人で、令和7年3月
末までに保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を取得または取
得見込みの人
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職　　種 募集人数 試験区分 受験資格

技師職
（総合土木） 若干名

一般試験
平成9年4月2日から平成17年4月1日までに生まれた人で、
高等学校以上の学校において、土木の専門課程を卒業した人
または令和7年3月末までに卒業見込みの人

社会人試験 昭和54年4月2日以降に生まれた人で、土木関係の設計業務、
施工管理等の実務経験が3年以上ある人

未経験チャレ
ンジ試験

平成9年4月2日から平成17年4月1日までに生まれた人で、
土木関係の設計業務、施工管理等経験や知識は無くても南丹
市の技師職として仕事をやってみたい思う高等学校以上の学
校を卒業した人または令和7年3月末までに卒業見込みの人

ふるさとチャ
レンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働くこと
ができる平成元年4月2日以降に生まれた人で、高等学校以
上の学校において、土木の専門課程を卒業した人、または、
土木関係の設計業務、施工管理等の実務経験が3年以上ある
人

保健師 若干名

一般試験 平成9年4月2日以降に生まれ、令和7年3月末までに保健師
資格を取得または取得見込みの人

社会人試験 昭和54年4月2日以降に生まれた人で、「保健師」または「看護
師」の実務経験が3年以上あり、保健師資格を有する人

ふるさとチャ
レンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働くこと
ができる平成元年4月2日以降に生まれた人で、令和7年3月
末までに保健師資格を取得または取得見込みの人

管理栄養士 若干名

一般試験 平成9年4月2日以降に生まれ、令和7年3月末までに管理栄
養士資格を取得または取得見込みの人

社会人試験
昭和54年4月2日以降に生まれた人で、「栄養士」または「管理
栄養士」の実務経験が3年以上あり、管理栄養士資格を有す
る人

ふるさとチャ
レンジ試験

ふるさと南丹市を盛り上げる熱意とやる気をもって働くこと
ができる平成元年4月2日以降に生まれた人で、令和7年3月
末までに管理栄養士資格を取得または取得見込みの人

※地方公務員法第16条の規定による欠格条項に該当する人は受験できません。

「ふるさとチャレンジ試験」について
　令和5年度から「ふるさとチャレンジ試験」を新設しました。この試験は、南丹市を「ふるさと」としても
っと盛り上げたいという熱意を重視し、筆記試験としては、一般試験や社会人試験にある基礎能力試験
を免除して、作文試験と事務能力試験で選考する試験です。
　地元の方はもちろん、祖父母が南丹市に在住している人や、今後家族で市内に移住を考えている人等、
ふるさと南丹市をもっと魅力ある市にしていきたいと熱い思いを持つやる気のある方は、是非受験して
ください。
●試験日　・一般事務　第1次試験　6月8日（土）9日（日）　午前8時30分（予定）
　　　　　・その他専門職（保育士・幼稚園教諭・技師・保健師・管理栄養士）　
　　　　　　第1次試験　7月14日（日）　午前9時30分（予定）
●要項配布場所　市役所1号庁舎2階　人事課　
●要項配布・受付締切　5月14日（火）まで
　　　　　　受付時間　午前8時30分〜午後5時15分
※市ホームページからもダウンロード可能
※要項配布、受付ともに土・日・祝日を除く
●受験手続　申込書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて市役所人事課へ提出してください。
※必要書類その他詳細については要項を確認ください。
問人事課　TEL0771-68-0008　FAX0771-63-0653

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

5月8日、22日
6月12日、26日
7月10日、24日
（いずれも水曜）

①14：00〜
②15：00〜

予約時に
案内します。

人権政策課
TEL0771-68-0015

健
康

出張がん
個別相談
（要予約）

5月21日（火）
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30〜15：30 京都府南丹保健所
京都府がん総合
相談支援センター
TEL0120-078-394

福
　
祉

障害年金相談
（要予約） 5月28日（火） 13：00〜17：00 市役所中央庁舎

1階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談
（要予約）

司法書士による相談
5月15日（水）
※5月8日（水）までに
予約
弁護士による相談
6月19日（水）
※6月12日（水）まで
に予約

14：00〜15：00 市役所中央庁舎
相談室

福祉相談課
TEL0771-68-0023

社会福祉士による
相談月曜日〜木曜日 9：00〜16：00 市役所ほか

なんでも相談

5月18日（土）

13：00〜15：00

そよかぜ美山
社会福祉課　
TEL0771-68-0007

5月24日（金） 京都太陽の園分場
5月27日（月） そよかぜ八木
5月28日（火） そよかぜ日吉

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

5月　9日（木）

13：30〜16：30

園部納税協会

園部納税協会
TEL0771-62-0039

5月16日（木） 亀岡商工会議所
5月23日（木）
※前週木曜日の午前
中までに予約

園部納税協会

多重債務無料
法律相談
（要予約）

5月28日（火）
※前日午後4時まで
に予約

17：00〜18：30 園部文化会館会議室

南丹市消費生活相談
窓口（商工観光課内）
TEL0771-68-0100
南丹広域振興局
商工労働観光係　
TEL0771-23-4438

行
政
・
法
律

行政相談 5月14日（火） 13：30〜15：30 園部文化会館会議室

行政監視行政相談課
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

行政書士
無料相談会 5月8日（水） 13：30〜16：00 八木市民センター

研修室

京都府行政書士会
第3支部
TEL075-692-2500

無料法律相談会
（要予約）

5月14日（火）

13：00〜16：00

八木市民センター
会議室3 総務課

TEL0771-68-00026月5日（水）
※前日正午までに予
約

園部文化会館会議室

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
6
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

6
月
の
事
業
の
申
し
込
み
受
付

は
、
5
月
7
日（
火
）か
ら
行
い
ま

す
。

●
集
合
時
間　
開
始
時
間
の
15
分

前
に
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

●
行
事
・
講
座
は「
ぽ
こ
ぽ
こ
く

ら
ぶ
園
部
」と
し
て
、
N
P
O
法

人
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

※
気
象
警
報
発
表
等
に
よ
り
、
事

業
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

●
日
時　
6
月
14
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

＊
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
下
さ

い
。

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時　
6
月
20
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
1
歳

〜
）〉

●
日
時　
6
月
28
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
下
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
8
2

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
5
月
）

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

隔
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
J
U
J
U
（
ジ

ュ
ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
〜
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「
s
e
e
d
b 

a
s
e
（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開

催
し
ま
す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所　
南
丹
市
子
育
て
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
2
階
第
1
会
議
室

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー〈産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉【
要
申
込
】

　
出
産
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
骨

盤
底
筋
を
放
っ
て
お
く
と
、様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
自
分
の
骨
盤
の
状
態
を
知

っ
て
、
ケ
ア
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
5
月
17
日（
金
）　
午
前

10
時
〜
正
午　

※
先
着
8
名（
託
児
付
き
）

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
J
U
J
U
」

●
講
師　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

●
対
象　
産
後
6
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
お
母
さ
ん

●
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

〈
産
後
ほ
っ
こ
り
の
日
〉【
要
申
込
】

　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
達

に
ほ
っ
こ
り
し
て
も
ら
う
日
で
す
。

温
か
い
お
昼
ご
飯
付
き
。毎
月
1

日
か
ら
予
約
受
付
開
始
し
ま
す
。

●
日
時　
5
月
23
日（
木
）　
午
前

10
時
〜
午
後
3
時　
※
先
着
10
名

程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
J
U
J
U
」

●
対
象　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん

●
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時　
5
月
27
日（
月
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分　
※
先
着
10
名
程

度●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
J
U
J
U
」

●
講
師　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

●
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費　
1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

問
N
P
O
法
人
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ　

TEL
0
8
0
－
3
8
5
7
－
8
1
1
9

催
し

京
都
・
南
丹 

園
部
城
祭
り

●
日
時　
5
月
3
日（
金
・
祝
）午

前
11
時
〜
午
後
8
時　

●
場
所　
園
部
公
園
内

●
内
容　
東
屋
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
・
飲
食
屋
台
・
企
業

ｐ
R
ブ
ー
ス

南
丹
お
城
サ
ミ
ッ
ト（
コ
ス
モ
ホ

ー
ル
）午
前
11
時
〜
午
後
3
時

K
C
N
な
ん
た
ん
イ
ベ
ン
ト（
国

際
交
流
会
館
1
Ｆ
）午
前
11
時
〜

午
後
6
時

南
丹
市
国
際
交
流
協
会
、
女
性
の

館
も
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

お
城
花
火
打
上　
午
後
7
時
30
分

他
に
も
企
画
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
Ｇ
W
の
ひ
と
時
を
ご
ゆ

っ
く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

　

特
に
花
火
打
上
中
は
、周
辺
道

路
で
の
駐
停
車
は
ご
遠
慮
願
い
ま

す
。

※
雨
天
決
行
/
荒
天
中
止

問
南
丹
市
商
工
会

TEL
0
7
7
1
－
４
2
－
5
3
8
0

移
住
・
定
住
情
報
満
載
!
美
山
ま

る
ご
と
内
覧
会
2
0
2
4

　

美
山
の
暮
ら
し
、
仕
事
の
こ

と
、
取
り
巻
く
環
境
な
ど
、
よ
り

深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
移

住
に
ま
つ
わ
る〝
あ
れ
こ
れ
〟を
ま

る
ご
と
用
意
し
て
、
み
な
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　
5
月
19
日（
日
）午
前
11

時
〜
午
後
4
時（
参
加
費
無
料
）

●
場
所　
道
の
駅
美
山
ふ
れ
あ
い

広
場
・
京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
京
都
府
南
丹
市
美
山
町
安
掛
下

Instagram LINE Facebook

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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23
）

●
内
容　

働
く
場
は
あ
る
の
?

（
町
内
事
業
所
に
よ
る
個
別
相
談

な
ど
）空
き
家
情
報
・
移
住
支
援
制

度
の
紹
介
・
先
輩
移
住
者
・
地
域

住
民
の
お
話
・
起
業
者
の
販
売
コ

ー
ナ
ー
・
目
で
見
る
美
山
映
像
コ

ー
ナ
ー
・
美
味
し
い
美
山
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど

※
参
加
予
約
し
て
ご
来
場
の
方
に

は
、
当
日「
美
山
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
美
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務

局　
TEL
0
9
0
－
5
0
6
6
－
4 

5
7
1
（
担
当
：
中
島
）

ど
る
ち
ぇ
の
つ
ど
い　
ト
ー
ク
&

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
日
時　
5
月
19
日（
日
）　
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

●
場
所　
ど
る
ち
ぇ
の
家（
Ｊ
R

八
木
駅
西
口
前
）

●
内
容　
古
民
家
を
会
場
と
し
た

地
域
住
民
の
交
流
会

●
定
員　
25
人

●
申
込
方
法　
「
氏
名
・
電
話
番

号
」を
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ど
る
ち
ぇ
の
家　

TEL
FAX
0
7
7
1
－
４
2
－
5
2
5
1

南
丹
市
園
部
女
性
の
館

〈
手
作
り
フ
ェ
ス
タ
〉

●
日
程　
5
月
3
日（
金
）（
祝
）午

前
10
時
〜
午
後
4
時

●
場
所　
園
部
女
性
の
館　
館
内

●
内
容　
女
性
の
館
手
作
り
作
品

（
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
・
さ
を
り
織

り
・
着
物
リ
メ
イ
ク
サ
ー
ク
ル
生

徒
作
品
）手
作
り
小
物（
布
2
の

会
・
リ
フ
ォ
ー
ム
夢
・
ク
レ
イ
ア

ー
ト
）を
販
売
し
ま
す

〈「
母
の
日
」フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
〉

●
日
程　
5
月
11
日（
土
）

●
場
所・
時
間　
美
山
文
化
ホ
ー

ル
1
階
会
議
室
：
午
前
10
時
〜
正

午園
部
女
性
の
館
:
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

●
講
師　
森
谷
万
知
子
さ
ん

●
定
員　
15
人

●
運
営
協
力
金　
2
，
5
0
0
円

（
材
料
費
含
む
）

●
持
ち
物　
生
け
花
用
ハ
サ
ミ
、

持
ち
帰
り
用
の
袋

●
申
込
方
法　
5
月
7
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　
　

問
園
部
女
性
の
館
運
営
委
員
会

（
園
部
女
性
の
館
内
）（
日・
月・
祝

休
館
）

TEL
0
7
7
1
－
６
3
－
2
9
8
6

南
丹
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

●
日
時　
5
月
30
日（
木
）

※
開
始
時
間
な
ど
は
申
込
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
所　
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都

ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
イ（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
）

●
参
加
費　
１
2
，0
0
0
円（
チ

ャ
リ
テ
ィ
金
、
参
加
費
、
昼
食
、

プ
レ
イ
フ
ィ
を
含
む
）

●
申
込
方
法　
5
月
17
日（
金
）ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上（
グ
ル
ー
プ
で
申
し

込
む
場
合
は
、
住
所
お
よ
び
電
話

番
号
は
代
表
者
の
み
明
記
）、
郵

便
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F
A
X
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の

申
し
込
み
は
不
可
）

※
で
き
る
だ
け
4
人
1
組
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都
ゴ
ル
フ

倶
楽
部

TEL
0
7
7
1
－
７
2
－
1
2
3
4

FAX
0
7
7
1
－
７
2
－
1
2
3
8

〒
6
2
9
－
0
3
0
1　
南
丹
市

日
吉
町
保
野
田
池
ヶ
谷
1
番
地

介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
5
月
25
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

●
場
所　
ア
イ
リ
ス
福
祉
会
1
階   

地
域
交
流
多
国
山
ホ
ー
ル

●
内
容　
日
常
に
潜
む
危
険
と
予

防
対
策
健
康
相
談
・
血
管
年
齢
測

定

問（
福
）ア
イ
リ
ス
福
祉
会　

TEL
0
7
7
1
－
４
3
－
0
2
2
8

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
2
0
2 

4
新
規
参
加
者
募
集
!

　
活
動
量
計
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
身
に
つ
け
て
歩
い
た
り
、
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
り
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
ま
す
。
貯
め
た
ポ
イ
ン

ト
は
最
大
4
，
5
0
0
円
分
の
商

品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

●
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

●
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
の
方
で
、
は
じ
め

て
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
に
参

加
さ
れ
る
方

●
申
込
方
法　
7
月
31
日（
水
）ま

で
に
市
役
所
・
送
信
拠
点
に
設
置

の
チ
ラ
シ
内
の
①
ハ
ガ
キ（
チ
ラ

シ
に
掲
載
）②
W
E
B
申
し
込
み

●
申
込
後
の
流
れ

1
．
申
し
込
み
後
、
3
週
間
程
度

で
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
代
引
き
に

て「
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト（
活
動
量

計
と
資
料
）」が
自
宅
に
届
き
ま
す

の
で
、
そ
の
際
に
現
金
で
参
加
費

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。（
代
引

き
手
数
料
、
送
料
は
、
無
料
）

2
．
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

動
画
説
明
を
見
て
、
活
動
を
は
じ

め
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
6

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
5
月
8
日
、
22
日（
各

水
曜
日
）午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎　
五
ケ
荘
）

●
内
容　

健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

TEL
0
7
7
1
－
７
3
－
0
6
0
5

丹
波
自
然
運
動
公
園

〈
お
で
か
け
W
A
W
A
W
A
i
n
京

丹
波
V
o
l
．
5
＼　
G
R
E
E
N   

G
R
E
E
N
M
A
R
K
E
T
〉

●
日
時　
5
月
3
日（
金
・
祝
）・

4
日（
土
・
祝
）午
前
10
時
〜
午
後

3
時

●
場
所　
子
ど
も
の
広
場　
他

●
内
容　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
手
作

り
品
の
販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
飲
食
販
売

※
他
に
も
多
く
の
行
事
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

メール申込み
フォーム

WEB申込み

WEB申込み

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

TEL
0
7
7
1
－
８
2
－
1
0
4
5

「
手
話
教
室
・
入
門
講
座
」

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

●
日
時　
5
月
11
日
〜
8
月
3
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

全
13
回

（
予
備
日
：
8
月
10
日
）

●
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー●
対
象
者　
市
内
在
住
、
通
勤
・

通
学
の
満
15
歳
以
上
で
手
話
を
初

め
て
学
ぶ
方

●
申
込
方
法　
5
月
7
日（
火
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ふ
な
い
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ

ー

TEL
0
7
7
1
－
６
3
－
6
4
4
7

FAX
0
7
7
1
－
６
3
－
6
4
4
8

令
和
5
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業　
活
用
事
例

　
こ
の
事
業
は
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
さ

れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整

備
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主

旨
と
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
振
興
課

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
1
9

ホームページ

こんなことに活用
されています

No.106

　
佐
菜
を
助
け
て
く
れ
る
お
ば
あ
さ

ま
の
秘
密
、
隠
さ
れ
て
い
た
「
三
益

屋
倒
産
」
の
お
ど
ろ
き
の
事
情
と

は
。

『
お
で
か
け
料
理
人
』
～
佐
菜
と
お

ば
あ
さ
ま
の
物
語
～

著
者
／
中
島
　
久
枝

発
行
／
文
藝
春
秋

『
そ
う
じ
き
の
な
か
の
ボ
ン
ボ
ン
』

作
・
絵
／
加
藤
　
絢
子

発
行
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館

一般書
『やさしくわかる仏教の教科書』 監修／石田 一裕　
『日本のグルメ図鑑』 編集／地球の歩き方編集室　
『季節の行事といまどきのしつらい手帖』 著者／いとよし
『ひとり暮らしスタートガイドブック』
監修／河野 真希、坂本 綾子他　

『「ちょうどいい」を自分で創るごきげんプチプラ生活』
著者／紫苑

『おしごとそうだんセンター』 著者／ヨシタケ シンスケ
『方舟を燃やす』 著者／角田 光代
『兎は薄氷に駆ける』 著者／貴志 祐介
『そして誰かがいなくなる』 著者／下村 敦史
『君を守ろうとする猫の話』 著者／夏川 草介
児童書

『巨大地震のサバイバル』 原案／洪 在徹　
『どっちが強い!?カナダカワウソvsアメリカビーバー』
ストーリー／ジノ

『ライフライン』 著者／ダン・ノット
『ふでばこのくにの冒険』 著者／村上 しいこ
『ジョン』 著者／エマニュエル・ブルディエ
絵本

『ヴィンセントさんのしごと』 文／乾 栄里子　
『いないいないぶー』 作／おおの たろう
『もしもねこがそらをとべたら』 文／西島 三重子
『くまのこポーロ たびだちのもり』 さく・え／前田 まゆみ
『おやつにしましょう』 作／ハンス・テン・ドウルンカート

　
古
い
掃
除
機
の
中
で
暮
ら
す
ボ
ン

ボ
ン
と
ボ
ン
ボ
ン
パ
パ
。
掃
除
機
が

す
い
こ
ん
だ
も
の
で
、
す
て
き
な
お

う
ち
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
掃
除
機
が
壊
れ
て
し
ま
い
…
。

〈図書館の新着図書をご紹介します〉

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,805人（−178）
　（男：14,467人

（−108）
・女：15,338人

（−70）
）

●世帯数：14,249世帯（−81）
（令和6年4月1日現在）

（　）内は前月比

京都府知事賞
（撮影地）八木町八木橋下流
『霧の大堰川』 岡村　和夫

京都新聞賞
（撮影地）園部町九品寺
『笑みを浮かべて』 山根　淳市

第
６
回

南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
作
品

京都府観光連盟会長賞
（撮影地）美山町神楽坂峠
『朝焼け』　城田　祥男

南丹市長賞
（撮影地）日吉町上胡麻
『ずっと一緒』　渡辺　典子

南丹市商工会長賞
（撮影地）八木町八木河原
『花火大会』　柿原　英治

南丹市観光協会連絡会代表賞
（撮影地）日吉町日吉ダム
『湖水を行く』小園　深志

地域賞（園部）
（撮影地）園部町龍穏寺
『濃霧の朝』　山森　恵子

地域賞（八木）
（撮影地）八木町紅葉峠展望台
『星降る街』　河本　義信

地域賞（日吉）
（撮影地）日吉町日吉ダム
『ホワイトサークル』奥村　明裕

地域賞（美山）
（撮影地）美山町かやぶきの里
『雨天決行』　中尾　眞之

入選　まつり＆イベント
（撮影地）美山町北
『立春の華』　小倉　正紀

入選　ポートレート
（撮影地）八木町西光寺
『私も打てるわよ！六斎念佛』
上野　榮二

入選　風景
（撮影地）園部町龍穏寺
『染まる山門』　井上　敏和


